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「えん罪！ＪＲ浦和電車区事件を風化させず
 あたり前の労働運動を推し進める10・31集会」開催！

事
件
か
ら
23
年
、戦
後
80
年
を
迎
え
て

　
え
ん
罪
・
Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
は
、
弁
護
団
・
後
藤
弁
護
士
が
「
松

川
事
件
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
謀
略
・
え
ん
罪
事
件
」
と
指
摘
し
た
よ
う

に
、
労
働
運
動
や
平
和
を
希
求
す
る
活
動
を
破
壊
す
る
国
策
捜
査
・
国
策

弾
圧
で
し
た
。
そ
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
が
、
２
０
０
１
年
12
月
に
松
崎

明
さ
ん
が
発
刊
し
た
『
鬼
の
咆
哮
』
で
す
。

　
不
当
逮
捕
さ
れ
た
美
世
志
会
７
名
は
取
り
調
べ
で
「
内
側
か
ら
壊
せ
な

い
か
ら
外
か
ら
壊
す
」「
労
働
組
合
が
平
和
運
動
な
ん
て
生
意
気
だ
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
面
会
・
差
し
入
れ
、
公
判
傍
聴
、
署
名
、

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
最
高
裁
要
請
、
家
族
会
支
援
、
街
宣
、
ビ
ラ
配
布
な

ど
、
23
年
間
に
わ
た
り
仲
間
と
共
に
た
た
か
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
支
援

・
連
帯
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

反
弾
圧
の
た
た
か
い
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に

　
担
い
手
が
減
り
、
風
化
の
危
機
が
あ
り
ま
す
。
た
た
か
い
を
語
る
に
は

自
分
の
言
葉
で
語
り
、
美
世
志
会
の
話
を
直
接
聞
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

改
め
て
８
・
30
集
会
な
ど
を
地
本
や
支
部
で
も
取
り
組
み
、
美
世
志
会
の

苦
闘
と
自
分
の
転
換
点
を
振
り
返
り
、
何
を
実
践
し
て
き
た
か
を
捉
え
て

互
い
に
学
び
合
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

戦
争
国
家
化
を
打
ち
破
る
た
め
に

　
10
月
、
高
市
首
相
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
「
日
米
同
盟
の
黄
金
時
代
」

を
語
り
、
防
衛
力
強
化
を
約
束
し
ま
し
た
。
背
景
に
は
、
２
０
１
４
年
の

集
団
的
自
衛
権
容
認
、
安
保
法
成
立
、
防
衛
政
策
の
変
質
が
あ
り
ま
す
。

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
整
備
、
防
衛
費
倍
増
、
戦

闘
機
輸
出
解
禁
、
南
西
諸
島
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
化
な
ど
、
日
本
は
戦
争
体

制
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。
労
働
組
合
の
立
場
か
ら
、
こ
の
流
れ
を
ど
う
打

ち
破
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
カ
ン
パ

　
２
０
２
２
年
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻
を
受
け
、
Ｊ
Ｒ
総
連
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
民
へ
の
支
援
カ
ン
パ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
私
も
現
地
に
出
向
き
、
改
め
て
世
の
中
の
体
制
に
流
さ
れ
ず
、
抵
抗
と

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
精
神
を
養
い
、
実
践
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。
間
違
っ
て
も
戦
争
に
加
担
す
る
労
働
組
合
に
な
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

美
世
志
会
と
共
に
、こ
れ
か
ら
も
全
力
で

　
松
川
・
下
山
・
三
鷹
の
三
大
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
事
件
の
狙
い
は
、
共
産

党
や
労
働
組
合
の
破
壊
を
通
じ
た
国
鉄
の
合
理
化
で
し
た
。
現
在
も
ビ
ラ

配
布
で
の
逮
捕
や
ス
ト
ラ
イ
キ
の
犯
罪
視
な
ど
、
私
た
ち
は
攻
撃
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
美
世
志
会
は
事
実
を
ね
じ
曲
げ
ク
ビ
を
切
ら
れ
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
の
問
題
も
被
害
者
を
加
害
者
に
し
て
、
懲
戒
処
分
を
発
令
し
た
こ

と
も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
会
社
の
傲
慢
な
姿
勢
は

許
せ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
23
年
間
の
た
た
か
い
を
再
確
認
し
、
組
合

員
の
雇
用
と
利
益
を
守
り
、
不
当
解
雇
さ
れ
た
美
世
志
会
と
共
に
た
た
か

い
続
け
る
決
意
で
す
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
（
要
旨
） 

加
藤
中
央
執
行
委
員
長

美世志会リレートーク

①Ｙ君問題　 ②11・１不当逮捕　 ③不当逮捕後の取り調べ　 ④連帯の

たたかい　 ⑤嶋田一味の犯罪性について　 ⑥第一審不当判決・不当懲

戒解雇　 ⑦会社の経営姿勢　 ⑧事件発生以降にＪＲ東労組に加入した

仲間へのメッセージ

※ リレートークの詳細は後日、資料を作成します

美世志会の７名とリレートーク進行役の新保政治共闘部長

（左から）齋藤秀一さん、大澗慶逸さん、上原潤一さん、山田知さん、

新保政治共闘部長、梁次邦夫さん、八ツ田富男さん、小黒加久則さん

リレートークの感想
仙台地本：相場　大輔さん

　事件後の入社で美世志会全員から話を聞くのは初めて。警察へ連れて行

かれるのを見て身を投げ出して止めた仲間の行為は自分にできるか考えさ

せられた。取り調べの狙いは、自白調書の作成。警察の「弁護士を信用す

るな」と言うのが事件を物語っている。

千葉地本：柿栖　和也さん

　事件後の入社。これまで事件の概要を調べたことはなかったが、今回に

向けて学習してきた。埼玉県の管轄に警視庁がガサ入れ、自分は家族の動

揺を見てしまったら耐えられないと思う。７名の人生は、えん罪によって

苦しめられている。自分も弱さを出しながら今後も共にたたかう。

大宮地本：上唐湊　豊さん

　事件発生当時、青年部長だった。Ｙ君は分会集会で謝罪するも敵対する

他労組からの吹き込みだった。仲間の信頼を裏切って自ら脱退、退職して

いった。

　私自身も家庭訪問と家宅捜索をされ、無言電話などの不審な事象があ

り、自分も逮捕されるのではないかと思っていた。自分の弱さを出し合

い、全組合員で多くの取り組みをつくり出してきた。会社の不当解雇、裁

判官の繰り返される交代など、不当な動きが多くあった。

組
合
員
の
雇
用
と
利
益
を
守
る
た
め
に
た
た
か
お
う
！

　
10
月
31
日
、
コ
ル
ソ
ホ
ー
ル

（
浦
和
）
に
お
い
て
「
え
ん
罪
！

Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
を
風
化

さ
せ
ず
あ
た
り
前
の
労
働
運
動

を
推
し
進
め
る
10
・
31
集
会
」

を
開
催
し
、
総
勢
１
９
０
名
の

仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
、

美
世
志
会
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー

ク
、
参
加
者
３
名
か
ら
感
想
を
受

け
ま
し
た
。
事
件
発
生
後
に
加

入
し
た
仲
間
が
増
え
る
中
、
こ

の
事
件
は
あ
た
り
前
の
労
働
運

動
を
推
し
進
め
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組

の
破
壊
で
あ
っ
た
こ
と
、
組
織

は
壊
れ
る
ど
こ
ろ
か
全
組
合
員

の
た
た
か
い
で
組
織
は
強
化
さ

れ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　鉄道ファミリーはお互いを支え合う位置付けで、美世志会を含

む不当解雇された組合員の雇用の場としても存在しています。

　保険に関しては団体割引でお得であり、組合員に利益還元しています。

「保険に加入しておけばよかった」と、後悔する組合員をつくらないこと

をめざしています。

　全ての分会に訪問できませんが、相談はいつでも受け付けているので、

連絡をお待ちしております。

お互いに支え合っていこう！
鉄道ファミリー　小黒　加久則


